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　日本健康心理学会ニューズレター「ヘルス・サイ
コロジスト」が記念すべき第 100号を迎えました。
会員の皆様とともにこの歴史的な節目を迎えられま
すことを，大変嬉しく思っております。また，これ
まで編集や発行に携わってこられた学会役員の皆様
をはじめ，本学会を支えてくださった歴代理事長，
役員，そして会員の皆様に心より敬意と感謝を申し
上げます。
　本学会は 1988年 1月に本明寛先生を初代理事長
として設立されました。設立当初から本学会は，心
理学のみならず，医学，看護学，公衆衛生学，福祉
学，体育学など，多様な専門領域の研究者や実践家
が集う学際的な学会として発展してきました。そし
て，健康行動の促進，疾病予防，ストレスマネジメ
ント，ヘルスプロモーション，学校保健，産業保健，
高齢者支援など，時代ごとの社会的課題に向き合い
ながら研究と実践を積み重ねてきた歩みは，本学会
の大きな財産であると考えています。
　また，2010年には一般社団法人化を実現し，学
術団体としての責任が高まる中，本学会は研究成果
の蓄積だけでなく，社会への発信も視野に入れなが
ら活動を展開してきました。そして現在，取り巻く
環境は大きく変化し，少子高齢化，健康格差，メン
タルヘルスの課題，デジタル技術の進展，健康経営
やウェルビーイングへの関心の高まりなど，健康心
理学が果たすべき役割はこれまで以上に広がってい
ます。この「ヘルス・サイコロジスト」もまた，こ

の歩みとともに発展し，学術大会や研修会の報告の
みならず，研究紹介，会員間の交流，若手研究者へ
の支援など，多様な情報を共有する場として学会を
支え続けてきました。
　そして，設立約 40年を迎えようとする現在は，
さらなる社会の要請に応えられるように，学会内の
ガバナンスと学会外のプレゼンスの向上に努めてお
ります。たとえば，学会内のアーリーキャリアの会
員に活躍していただける仕組みの再整備や，学会の
認定資格である健康心理士会の再編成，健康心理士
資格認定にご協力いただいている大学認定校との連
携の再強化をはじめ，日本心理学諸学会連合（日心
連）や医療保健福祉領域公認心理師推進協議会（推
進協）への積極的関与のほか，日本心理医療諸学会
連合（UPM），禁煙支援学術ネットワーク，健康日
本 21推進全国連絡協議会，生活科学系コンソーシ
アム，人文社会科学系学協会男女共同参画推進連絡
会（GEAHSS）等とも連携し，国際学術組織とのつ
ながりも重要視しています。これらの取り組みに
よって，社会における健康心理学の理解や普及の促
進につながり，ひいては会員の皆様の利益になるも
のと考えております。これからも「ヘルス・サイコ
ロジスト」の次の 100号報告につながるような，
新しい時代の健康心理学を会員の皆様とともに創り
上げていきたいと考えております。今後ともご理解
とご協力を賜りますよう，よろしくお願い申し上げ
ます。
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100号記念：『ヘルス・サイコロジスト』の現在地
―会員向けアンケートの結果（概要）―

日本健康心理学会広報委員会

ヘルス・サイコロジスト100号記念企画

【背景】
　『ヘルス・サイコロジスト』（以下，本誌）は，日
本健康心理学会が会員向けに発行しているニューズ
レターであり，30年以上にわたり継続して発行さ
れてきた歴史ある媒体です。学会誌が研究成果を発
信する中心的な媒体であるのに対して，本誌は健康
心理学の理論と実践をつなぐ「橋渡し」の役割を果
たすことを目的としています。また，学会の動向や
学術大会の報告など，学会活動全体を俯瞰できる情
報を提供する媒体としても位置づけられています。
本誌は現在，年 3回（3月末，7月末，11月末）発
行されています。
　その一方で，近年はWebサイトや SNSなど情報
を得る手段が多様化し，学会員の情報収集行動や
ニーズも変化しています。そのような状況において，
本誌の認知度，実際の読者数，会員が本誌に期待す
る内容については十分に把握されていませんでし
た。そこで，第 100号発行という記念すべきタイ
ミングで，本誌の現状を把握し，今後の誌面づくり
や広報活動の基礎資料を得ることを目的として，会
員向けアンケートを実施しました。

【アンケートの結果】
　アンケートの回答者は 211名であり，日本健康
心理学会の会員数（約 1,400名）に基づくと，回答
率は約 15％でした。本誌を知っていると回答した
者は 85.8％であり，そのうち 92.8％が「読んだこ
とがある」と回答していました。本誌を知ったきっ
かけとしては「メーリングリスト」が 48.3％と最
も多くみられました。本誌を読む頻度は，「公開さ
れたら必ず読む」が 45.2％，「年に 1回程度」が
44.0％，「数年に 1回程度」が 10.7％でした。また，
読むタイミングとしては「学会からのお知らせ（メー
ル）が来たら」が 82.1％と最も大きな割合を占め

ました。掲載してほしい内容（複数回答）では，「最
新の研究に関する情報」が 77.7％と最も多く，次い
で「健康心理学の実践例」が 65.9％，「健康心理学
の国際的動向」が 55.5％でした。本誌を読む機会
が増える広報方法（複数回答）では，「メーリング
リストでのお知らせ」が 78.7％と最も多く，「Xな
ど SNSでの広報」（33.2％），「学術大会での配布」
（30.8％）が続きました。アンケート結果の詳細は
別途会員向けにメーリングリストでご報告する予定
です。

【今後の展望】
　本誌に期待する内容として，「最新の研究に関する
情報」「健康心理学の実践例」「健康心理学の国際的
動向」がいずれも高い支持を得ました。自由記述でも，
読者の関心に沿ったテーマ設定や実践的な内容の充
実を求める意見が多くみられたことから，研究と実
践の双方に資する誌面づくりに対する期待の大きさ
がうかがえます。これは，本誌が掲げる「研究と実
践の橋渡し」という役割が，現在の読者のニーズと
も一致していることを示す結果と考えられます。
　他方で，本アンケートからは，現在の読者の多く
が既存の読者層であることや，情報へのアクセス方
法・期待されるコンテンツが変化していることも示
されました。情報を取り巻く環境が大きく変化する
中，本誌が今後も多くの会員に読まれ，健康心理学
の研究と実践をつなぐ媒体であり続けるためには，
広報方法のみならず，誌面構成や発行形態を含めた
本誌のあり方そのものについて，柔軟に検討してい
くことも必要かもしれません。今回寄せられた会員
の声を今後の誌面づくりに生かしながら，時代に即
した形で本誌の発展を目指したいと思います。最後
に，本アンケートにご協力くださった会員の皆様に
心より感謝申し上げます。
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止揚

大阪人間科学大学 大野太郎
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ムーブメント

　このたび日本健康心理学会第 39回大会を大阪人
間科学大学で開催することとなりました（2026年
11月 21日・22日）。と，ご報告するのは簡単なの
ですが，実際に開催に向けた準備に入ると，何しろ
初めてのことばかりで，これがまた考えること，や
ることがいっぱいで想像以上に大変な作業であるこ
とを知りました。今まで開催し立派に運営された学
校並びに先生方には敬意以外持てません。
　大会開催の依頼を受けた折は「大阪らしいなにか
を打ち出そう」と考えましたが，大阪らしさとはな
んぞやと考えると，笑い？，面白さ？，軽妙？，脱
中心化？，粉モン？などと思考が拡散するばかりで
なかなか真理に近づくことができませんでした。し
かしながら，そんな暢気な連想とはかけ離れて，日
本のみならず世界全体がきわめて不安定で混乱した
状態に陥っていることを鑑みれば，健康を追求する
心理学においてもこれまでとは違う考え方やアプ
ローチの仕方について視座を移していく必要がある
ように考えられます。研究成果を以前にも増して身
近な社会実装という形で実現したり，他領域の知識
や実践スキルを学び共同して新たな研究領域を生ん
だり，さらには国家レベルで関与できる方策を模索
したりといった新しい発展の仕方を考察するような
心構えが必要かもしれません。
　大きな話になりましたが，今までを土台にして，
『よそのもの』として遠くから眺めていた事柄を受

け入れ新たなステップへと進行するアウフヘーベン
（止揚）の世界を現出することはとても魅力的です。
第 39回大会が「ヘルスサイコロジーの "新世界 "　
A New Era in Health Psychology」をテーマとして
決めた経緯もそこにありました。本大会では，食品
産業でトップといえる江崎グリコ株式会社の取締役
研究フェロー・グリコ栄養食品取締役社長の栗木隆
氏をお招きし，食品会社が考え目指す健康について
お話をうかがいます。日頃身近に接する食品と健康
の関係がどのように展開されるのか楽しみです。さ
らに，ダンス医科学会との共同シンポジウムの企画
もあります。ダンスという身体表現が認知・思考に
ポジティブな影響を与えそして健康的な生活に通じ
るという実践研究を，健康心理学の視点を加えて理
解していきたいと思っています。それ以外にも，ワー
クショップや企画シンポジウムなど，日頃の研究成
果が数多く発表されることとなります。
　大阪らしさに悩んだ話に戻りますが，やはり最後
は「味」かなということになってきそうです。本大
会がどのような味を出せるか心配しか持てないので
すが，近代的な梅田（キタ）やこてこての難波（ミ
ナミ），古刹いっぱいの天王寺，自由都市堺，それ
に奈良や京都に近しい土地も楽しんでいただければ
と願っております。紅葉盛りの 11月大会でお待ち
しております。
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デジタル時代の心身の
健康増進プログラム
～ AI の可能性と身体性の行方～

東京福祉大学 齋藤瞳

トピックス

対面から mHealth，そして AI へ
　現代社会において，生活習慣病や慢性疾患，スト
レス性疾患といった自己コントロールの不全に起因
する健康障害への対策は急務となっています。近年
の疫学研究や健康心理学・心身医学の知見からは，
これら生活習慣病の病態と心理的ストレスとの間に
極めて密接な関連があることが明示されています
（Firth et al., 2020）。生活習慣病の予防・治療には，
個人の感情や思考，ストレスと上手に付き合う力を
高めることが有用であり，逆にストレス性疾患も
日々の食事・運動・睡眠といった生活習慣の改善に
よってアプローチが可能であるという心身一如の視
点が求められています。
　これまで私どもは，肥満および糖尿病を有する患
者 を 対 象 と し て， 認 知 行 動 療 法（Cognitive 
Behavioral Therapy：CBT）と交流分析（Transactional 
Analysis：TA）を中心とした対面式の介入プログラ
ムを通じて，その有用性を実証してきました（Saito 
et al., 2009）。しかし，対面式の臨床実践には，時間・
場所の制約や，人的・経済的資源の限界といった「ア
クセシビリティ」の壁が常に存在していました。
　この課題を克服するパラダイムシフトとして登場
したのが，スマートフォンやウェアラブルデバイス
を活用したモバイルヘルス（mHealth）といえます。
ITを基盤としたプログラムは，広範な集団に同時
かつ利便性高くアクセス可能であり，利用者の時間
的・経済的・心理的負担を最小限に抑えながら，日
常生活の中での自己管理能力を高める有力なツール
となり得ます。
　さらに現在，私たちの社会は生成 AIの進展によ
る第 4次産業革命ともいわれるイノベーションが
生じつつあります。この AIの動向は，これまでの
IT型健康増進プログラムを，単なる記録と自動通
知のツールから，主体的な気づきを促す伴走者へと
進化させる可能性を秘めているといえます。

行動変容を支える理論的枠組みと個別化
　ITや AIを用いた健康増進プログラムにおいて，

難しくも最も重要なポイントは，利用者がいかにし
て行動の動機を維持し，飽きずに楽しく継続できる
かという点にあります。どれほど優れた支援プログ
ラムであっても，日常的に使用されなければ効果は
発揮されません。
　そこで私どものプログラムでは，行動変容ステー
ジモデル（Transtheoretical Model：TTM）に基づき，
利用者の動機の程度に応じた段階的なアプローチの
設計を試みています。また，行動の継続に欠かせな
い自己効力感（self-ef�cacy）を高めるため，日々
の小さな達成に対してフィードバックを行う仕組み
を取り入れてきました。さらに，交流分析の理論に
基づくエゴグラム等の心理査定を組み合わせている
点が，本プログラムの特徴ともいえます。個人の心
理特性や思考の癖，ストレスの程度，生活習慣等を
可視化し，それに応じた個別具体的な提案を行い選
択肢を提示します。
　これまで実施したプログラムの研究成果として
は，心身のストレス反応と認知の歪みの有意な低下
が認められ，それらの変化には交流分析の自我状態，
自由な子ども（Free Child）の機能が関連している
可能性が示唆されました（齋藤，2020）。これらの
科学的知見は，個人の心理的特性を考慮しつつ日々
の心身状態をモニタリングすることが，健康の改善
に有効であることを裏付けています。

JITAI と生成 AI がもたらす個別最適化と限界
　mHealthの動向として，スマートウォッチや各種
生体センサーを通じ，睡眠の質や心拍変動といった
生理指標を日常生活の中でリアルタイムに計測する
技術が進んでいます。これにより，利用者自身が自
覚していないようなストレスの兆候や心身の乱れを
検知し，まさにその瞬間に，最も効果的なサポート
を届ける Just‒in‒time Adaptive Intervention：JITAI
の研究が世界的に進められています。そして，そう
した介入に生成 AIを融合することにより，個別最
適化された心身の健康増進プログラムを構築する可
能性と課題についても論じられています（Opel & 
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Breakspear, 2026）。
　私どものプログラムにおいても，現在はあらかじ
め用意された定型文のフィードバックにとどまって
いますが，生成 AIをシステムに組み込むことで，
エゴグラムに基づく心理特性，ユーザーのその日の
気分，そして今置かれている状況のコンテキストを
AIが統合的に理解し，より自然でパーソナルな
フィードバックを生成することが可能になると考え
ます。
　しかし，同時に，私たちは，生成 AIがもたらす
介入や支援の限界と弊害にも目を向ける必要があり
ます。AIが生成する言葉は，一見すると血の通っ
た温かみを感じるかもしれません。しかし，それは
高度なアルゴリズムが導き出した計算の産物であ
り，そこには生身の人間同士が響き合うような，本
当の意味での身体的共感は存在しないともいえま
す。Sakaki & Kawashima（2024）が発表した脳科
学の研究においても，対面の会話はオンラインや非
対面のコミュニケーションに比べ，前頭前野におけ
る脳の同期現象が著しく高まることが分かっていま
す。この脳の共鳴によって，意欲や快感をもたらす
ドーパミンが働きやすくなり，私たちは認められた，
共感してもらえたという社会的報酬を得ることがで
きます。だからこそ，深い信頼関係の構築，無意識
下の身体的共鳴，そして相手の感情を受け止める器
（コンテイナー）としての役割は，これからも生身
の人間にしか果たせない重要な役割であり，AIの
限界ともいえるのではないでしょうか。
　さらに懸念されるのは，AIの普及が，私たちの
身体の生物学的リズム，現実の摩擦が生じる対人関
係，更には脳機能にネガティヴな影響を及ぼした結
果，心身の健康を崩し，そのケアをまた AIに頼ら
ざるを得ない，そのような皮肉な未来が既に現在進
行形で始まっているといえるのかもしれないという
点です。

健康心理学がつなぐ未来のウェルビーイング
　生活習慣病やメンタルヘルスの課題が複雑化する
現代社会において，健康心理学が長年培ってきた知
見と，日進月歩で進化する情報技術を結びつけるこ
とは，研究・臨床において挑戦的な試みです。
　最先端の AI技術は様々な可能性を秘めています
が，そこにどのような心理学的理論を流し込み，ど
のように有機体としての生身の人間のウェルビーイ
ングに生かすことが出来るか深慮することは，私た
ち健康心理学に携わる者の責任といえるかもしれま

せん。健康心理学者，研究者，臨床家としての私た
ちの使命は，AIの利便性を最大限に活用しつつも，
人間が本来持つ心身の有機的な結びつきを見失わな
いシステムをデザインすることともいえます。
　最終的に重要なのは，人間自身が ITや生成 AIを
あくまでツールとして活用しながら，いかに自分自
身の心身の健康を大切にできるか，自らの頭で考え，
身体感覚も含め，感じ取る力を育むことともいえる
のではないでしょうか。これからも最新の動向に注
意を払いつつ，柔軟に，かつその限界とリスクを慎
重に見極めながら，独自の視点と科学的根拠をもっ
て，健康心理学の新たな可能性を切り拓く研究と実
践に挑戦を続けてまいりたいと存じます。
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女子大学生を対象とした
進路選択セルフ・エフィカシーの
強化プログラムにおける予備的検証

桜美林大学大学院 国際学術研究科 前場康介

フロントライン

現代の大学生を取り巻く社会環境
　「VUCAから BANIの時代へ」という言葉に代表
されるとおり，現代社会の構造は益々不安定で予測
しにくいものとなっています。アイデンティティの
発達は，ある程度固定化した社会システムと役割の
存在が前提となります (下山 , 2024)。現代の環境
下では，アイデンティティの不確立に基づく進路選
択の困難さをより感じるようになってきました。
2019年 3月大卒就職者の 3年以内離職率は 32.3％
にのぼり，国としても新規学卒就職者の職場定着に
支援を拡大するなど，社会的な課題となっています。
市川（2015）は若年大卒女性の早期離職について
の実証分析を行い，就職活動の期間が長いほど離職
ハザードが下がり，短いほど高まることを明らかに
しています。さらに，長い就職活動によって離職率
が引き下げられたとしても，そのような女性は収入
や満足度も低い環境に甘んじ，離職予備軍というべ
き状態になっていることが指摘されています。こう
した状態が続くと，結果として本人の QoLや心身
の健康にも影響が及びます。

進路選択セルフ・エフィカシーと 4 つの 
情報源
　進路選択セルフ・エフィカシー（Career decision-

making self-ef�cacy; CDMSE）とは，「進路を選択・
決定するにあたり，必要な課題をどの程度成功裏に
達成することができるかについての見込み感」と定
義されます (Betz, 2007)。より主体的な進路選択行
動を可能にするためには，これを強化することがき
わめて有効となります。CDMSEは「遂行行動の達
成」，「代理的体験」，「言語的説得」，および「情動
的喚起」という 4つの主要な情報源から影響を受
けると仮定されています。CDMSEへの介入研究で

は，情報源の提供内容が個人に最適化されたものと
はなっておらず，それらの弁別が不明瞭なまま適用
されてきたという課題があります (e.g., Betz & 

Schifano, 2000; Uffelman et al., 2004)。本研究では，
Maeba (2025) による CDMSE Source Scaleを用い
て，各対象者に相対的に不足していると考えられる
下位 2つの情報源を特定し，それらの強化を意図
した 4週間のテイラーメイド型WEB介入プログラ
ムの効果検証を行うことを目的としました。本研究
の結果，CDMSE得点は介入群においてより向上し，
その効果量もきわめて大きいものでした。一方で，
職業キャリア・レディネスに対してはプログラムの
効果がほとんど認められませんでした。

キャリア教育実践への適用に向けて
　CMDSEの情報源に対する選択的強化が高い効果
をもたらすという事実は，女子大学生へのキャリア
教育実践においても重要です。新卒向けの就職活動
が益々早期化する現代では，じっくりと時間をかけ
てキャリア教育を行うこと自体が難しくなりつつあ
ります。さらに，近年の若者の志向性に時間対効果
を重視する傾向，いわゆる「タイパ」があります。
限られた時間の中で効率的，効果的に目的とする
キャリア関連変数へ働きかける方略は，今後より重
要になると考えています。ただし，本研究にはサン
プルバイアス，プログラム内容の妥当性および等質
性，manipulation checkなど，今後検討すべき課題
が存在します。また，強化された CDMSEがより
distalな関連変数にどのように結びつき，最終的な
行動変容に至るのかについては，さらなる実証研究
が必要となります。これらの課題解決に向けて，頭
を捻らせる日々が続いています。
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Predicting bedtime procrastination using 
temporal motivation theory

東北大学大学院教育学研究科 総合教育科学専攻 臨床心理学コース 博士課程後期 3 年 宮川紫苑

Age-related Differences in Transition 
Factors from Pediatric to Adult Care in 
Patients with Epilepsy

東北大学大学院医学系研究科 大友風佳
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2025年度　アーリーキャリアヘルスサイコロジスト賞の受賞に関するコメント

　このたびは，アーリーキャリアヘルスサイコロジ
スト賞という栄えある賞を賜り，大変光栄に存じま
す。指導教員である前田駿太先生をはじめとしてご
指導いただいた先生方，本賞の選考委員および関係
者の皆様に，心より感謝申し上げます。
　本研究では，「就寝時刻の先延ばし」の生起メカ
ニズムを検討しました。就寝時刻の先延ばしとは，
「意図するよりも遅く寝床に入る」ことであり，若
年層に特に多く見られます。睡眠の問題の中で，不
眠症状は生起メカニズムが詳細に検討され，介入方
法が確立されている一方で，就寝時刻の先延ばしに
ついては生起メカニズムが十分に明らかになってい
ないのが現状です。そこで本研究では，先延ばしを
説明する代表的理論である時間的動機づけ理論に着
目し，就寝時刻の先延ばしの生起メカニズムを検討
しました。その結果，就寝に対する動機づけ（就寝
効用）と，夜間の就寝以外の行動に対する動機づけ
（対立効用）が，それぞれ就寝時刻の先延ばしに関

与することが明らかになりました。加えて，就寝効
用には報酬の遅延価値割引，眠気が関与することが
明らかになりました。本研究を通じて，就寝時刻の
先延ばしの生起に就寝効用，対立効用の関与が示唆
されたことから，就寝時刻の先延ばしの改善を考え
る際には，単に睡眠についての動機づけを考えるだ
けでなく，夜間の他の行動に対する動機づけも，介
入のターゲットになりうることが考えられます。加
えて，眠気や遅延価値割引が就寝効用に関与するこ
とから，夜間に眠気を感じやすくする睡眠衛生指導，
遅延価値割引に着目したプランニング等も有効な介
入技法になりうることが示唆されます。
　今回の受賞のきっかけとなった海外学会での発表
機会では，同分野の専門家達からのアドバイスが得
られ，研究を発展させる貴重な経験となりました。
現在は，本研究で得られた知見をもとに，介入プロ
グラムの開発に励んでいます。改めまして，このよ
うな栄えある賞を賜り，心より感謝申し上げます。

　この度，アーリーキャリアヘルスサイコロジスト
賞という栄誉ある賞を授かり，幸甚に存じます。ご
指導いただきました先生方，研究に協力してくだ
さった方々，本賞の選考に携わられたみなさまに心
より御礼申し上げます。
　本研究では，小児期にてんかんを発症された患者
のトランジションについて，移行時の年齢による背
景要因の違いを検討しました。てんかんは，年齢や
性別に関係なく誰でも発症する可能性がある慢性的
な脳の疾患です。脳の神経細胞が過剰に興奮するこ
とでてんかん発作が起こることを特徴としていま
す。小児期でてんかんを発症して成人以降も発作が
続く場合，小児期医療から成人期医療へと移行しま
すが，この移行の過程をトランジション（Transition）
と呼びます。これは，単に小児科から成人の診療科
への転科とは区別されます。てんかん患者のトラン
ジションは，制度が確立されていないため，現状は
個々に多様な過程を辿っています。そこで本研究で
は，現状把握のためにも成人期医療への転科時期に

よって，関連する背景要因がどの程度異なっている
か検討しました。その結果，転科をより困難にする
要因として，発作頻度が高いことや地域の課題が明
らかになりました。このほかにも，多様な心理社会
的問題が関連している可能性があることもわかりま
した。
　今回の受賞を契機に，国際学会での発表の機会を
いただけました。これにより，てんかんの支援に携
わる各国の心理士やトランジションに関わる研究者
と交流することができ，課題解決のために重要な知
見を得ることができました。今後は，本研究で得ら
れた知見や国際学会での経験をもとに，てんかん患
者の心理支援に携わる数少ない心理士として，より
適切にトランジションが行われ，てんかん診療に貢
献できるように研究を積み重ねていきたいです。
　末筆ながら，この度の受賞につきまして，改めて
感謝申し上げます。これを励みに，今後ますます精
進してまいります。
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Menstrual symptoms, coping behaviors, 
and athletic performance in female athletes: 
The moderating effect of self-compassion

筑波大学大学院 山本幸穂

2025年度　アーリーキャリアヘルスサイコロジスト賞の受賞に関するコメント

　このたびは，アーリーキャリアヘルスサイコロジ
スト賞という名誉ある賞をいただき，大変光栄に存
じます。指導教員の先生をはじめ，これまでご指導
くださった先生方，本賞の選考委員および関係者の
皆さま，調査にご協力いただいた皆さまにこの場を
お借りして心より感謝申し上げます。
　本研究では，女性アスリートの月経随伴症状への
対処行動の発現において，セルフ・コンパッション
（SC）が果たす役割を検討しました。女性アスリー
トの中には，月経随伴症状によるパフォーマンスの
低下を経験しながらも，適切な対処を行わない者が
一定数存在します。その背景には，症状の深刻度だ
けでなく，自分自身への厳しい態度が関与している
と指摘されています。そこで本研究では，自分への
思いやりを意味する心理特性である SCに着目し，
月経随伴症状と対処行動との関係性を SCがどのよ
うに調整するのかを明らかにしました。その結果，
SCの肯定的因子（自分への思いやりの傾向）が対
処行動を促進し，否定的因子（自己批判的傾向）が

対処行動を抑制することが示されました。さらに，
月経随伴症状の程度が強い場面において SCの影響
がより顕在化するという交互作用も確認され，症状
への効果的な対処には，女性アスリート個々人の心
理的資源としての SCを考慮した支援が重要である
ことが示唆されました。
　本研究の成果を，第 16回国際スポーツ心理学会
にてポスター発表いたしました。国際的な場で多様
な背景を持つ研究者と議論を交わすことで，女性ア
スリートの健康課題に対する関心の広がりを実感
し，研究の社会的意義を再確認する貴重な経験とな
りました。本研究は，月経随伴症状を抱えるすべて
の女性の健康とwell-beingの向上につながる研究で
あると考えております。今後は，SCに基づく具体
的な介入プログラムの開発や，対処行動の継続性を
支える支援のあり方の探求に取り組んでまいりま
す。今回の受賞を励みに，女性の健康を支える研究
を積み重ねていきたいと思います。
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新入会員の募集 ー多くの方にお勧めくださいー

　日本健康心理学会は，現在約 1,300名の会員で構成され，毎月さまざまな方
から入会のお申し込みをいただいております。本学会は，専門の研究者―心理学，
医学，教育学，社会福祉学，看護学，栄養学，体育学，公衆衛生学，生物学な
どの領域―はもちろん，健康心理学，すなわち心と体の健康問題に関係のある
仕事をしている方々も入会できます。企業や小中高校の先生方も入会しておら
れます。
　正会員として入会されますと，年次大会（年一回）における筆頭研究発表お
よび参加費の割引，学会機関誌「Journal of Health Psychology Research」への
論文投稿，早期公開論文の閲覧ができます。入会金 3,000円，年会費 7,000円
です。
　入会ご希望の方には，左記ホームページへのアクセスをお勧めください。
〈機関誌の原稿募集中〉
　「Journal of Health Psychology Research」の原稿（和文・英文）を随時募集
しています。学会ホームページの電子投稿システムより，ご投稿ください。


